
                             

第９回福岡県中学生英語スピーチコンテスト実施要項    

 

義務教育課 

１ 目的 
県内の中学生を対象として、日頃の外国語科（英語）の授業の中で身に付けたコミュニ

ケーション能力を発揮しながら、互いの考えや主張を英語で発表、交流する場を設定する
ことで、グローバル社会で活躍する人材の育成に資する。 

 

２ 主催 
  福岡県教育委員会 

 

３ 実施内容 
（１）地区大会：主管 各教育事務所  

  ア 期日及び会場 

令和８年１０月～１１月中旬 各教育事務所で設定 

  イ 参加資格 

    市町村又は学校の推薦を受けた生徒 

   ※市町村単位でスピーチコンテスト等を実施する場合は市町村が推薦する。ただし、

コンテストの目的等が異なり、市町村からの推薦が難しい場合は学校が推薦する。 

     ※市町村単位で同コンテスト等を実施しない場合は学校が推薦する。 

※学校から推薦できる人数は、各地区の規定による。 

  ウ 内容 

    ２分３０秒～３分以内のスピーチ 

   ・マスターズの部 

    （海外帰国子女など英語圏での生活経験等を有する者。詳細は「（２）イ」を参照） 

   ・チャレンジャーズの部 

    （上記、マスターズの部に該当しない者。） 

    どちらの部もスピーチ課題（論題）は自由（各自で作成する）とする。ただし、生
徒自身の考えや主張を英語でまとめた未発表のものとし、剽窃は厳に禁止する。 

  エ 日程 

    各教育事務所で別に定める。 

  オ 参加申込み 

    各教育事務所で別に定める。 

  カ その他 

・地区大会での成績優秀者を県大会の参加者として推薦する。なお、各地区から推 

薦できる人数は別紙のとおりとする。 

・審査の方法は各地区の規定による。 

・参加者全員に参加賞を授与する。 

 

 （２）県大会 

   ア 期日及び会場 

    令和８年１２月５日（土） 

    九州産業大学 

      福岡市東区松香台２丁目３－１  
     

※駐車場について 
     当日、学内駐車場の利用は不可。 
 

 



                             

   イ 参加資格 

     以下のいずれかに該当する生徒 

・各地区で推薦された生徒 

・高校教育課から推薦された県立学校の生徒（高校教育課は、各県立学校から推薦 

を受けた者の中から、最大１名を県大会に推薦する。） 

・各指定都市で決定された生徒（各指定都市は、最大２名の参加者を決定する。） 

・令和８年度宿泊体験型英語プログラム（イングリッシュキャンプ）プレスピーチ
コンテスト上位生徒２名 

      ただし、下記の項目に１つでも該当する場合は、マスターズの部への参加とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※別添資料（「県大会参加資格について」）参照 

 

ウ 内容 

   ２分３０秒～３分以内のスピーチ 

○スピーチコンテスト 

   ・マスターズの部 

   ・チャレンジャーズの部 

    どちらの部もスピーチ課題（論題）は自由（各自で作成する）とする。ただし、生
徒自身の考えや主張を英語でまとめた未発表のものとし、剽窃は厳に禁止する。 

なお、400 語以内の原稿で行うこととする。また、参加者などが今後の英語学習に 
活用することを目的として、スピーチ原稿をパンフレットに掲載する。 

プレゼンテーションや拡大写真などの「視覚に訴える道具の使用」は認めない。 

    

エ 日程 

時 間 内 容 

１２：００ 受 付 

１２：３０ 開会行事 

１２：４５ 
スピーチコンテスト 

（１）チャレンジャーズの部 

１３：４５ 休 憩 

１４：００ スピーチコンテスト 

（２）マスターズの部 

１５：３０ 休 憩 

１５：５０ 講 評 

１６：００ 閉会行事 

 ※それぞれの部の参加者数に応じて、日程は変更になる場合がある。 

 

a  満５歳の誕生日以後に、通算１年以上又は継続して６か月以上、英語圏に居

住した生徒                           

b  日本国内、海外を問わず、英語以外の教科に関し、実態として英語による教

育を行っている学校に６か月以上在籍したことのある生徒 

c  保護者又は同居親族に、英語を母語とする者又は英語圏出身の者がいる生徒 

d  過去に本大会に出場し、最優秀賞を取得した生徒 



                             

オ 参加申込み 

    各教育事務所、各指定都市及び各県立学校は、以下を１１月１２日（木）までに義

務教育課（各県立学校は高校教育課）へ提出する。 

・参加者名簿（様式）及びスピーチ原稿（word形式）：電子データ 

・肖像権承諾書：紙媒体 

    なお、実施日等の関係で上記期日までに提出できない場合は、別途対応する。 

 

カ  表彰等 

    ・最優秀賞各部門１名、優秀賞は２部門合計で８名に賞状を授与する。 

     ※各部門の出場者数及び当日の欠席者数に応じて被表彰者数は決定する。 

    ・参加者全員に参加賞及び出場記念メダルを授与する。 

 

キ 審査基準 

〇審査は、Vote Point 制を導入して行う。Vote Point 制とは、審査委員がそれぞれ

自分の素点が高い生徒に対して、順に整数点の Vote Point を与えなおす制度であ

る。最後に全ての Vote Point を合計し、合計点の多い順に、順位を決定する。 

 

〇スピーチコンテスト（６５点満点） 

    ①発音・流暢さ・表現 ５段階評価（２・４・６・８・１０） 

    ②コンテンツ     ５段階評価（２・４・６・８・１０） 

    ③時間        ２段階評価（３・５） 

※時間の審査基準  

・２分３０秒～３分⇒５ ・３分超過又は２分３０秒以下⇒３ 

 

区 分 規準 満点 

発 音 
音のつながりや音量などに注意して、おおむね正しく英語を発音

することができる。 

１０ 

流暢さ 

不自然な間が少なく、文の末尾の上がり下がり、文や単語における

強弱を正しく発音してスピーチに流れをつくり、適切な速度で発表

することができる。 

１０ 

表 現 
顔を上げて、大げさでなく自然なジェスチャーや表情で表現した

り、声の調子や間を置くことで強調したりすることができる。 

１０ 

コ 

ン 

テ 

ン 

ツ 

構成 
序段・中段・後段のまとまりがスムーズにつながるように構成する

ことができ、論旨を明確にすることができる。 

１０ 

表現・

文法 

正しい文法や適切な表現を使って表現することができる。 １０ 

独創性 
単に新聞やテレビ、インターネットの記事を載せるのではなく、自

分の経験や考えを交えて表現することができる。 

１０ 

時 間 発表時間内でスピーチをまとめることができる。 ５ 

   

ク 審査員 

  大学教授、義務教育課 PA、高校教育課 PA の３名で審査を行う。 

 

 

 

 



                             

ケ その他 

   ・スピーチコンテストの成果を県内に広く周知するため、福岡の先生応援サイトなど

で事務局が撮影した写真や動画などを使用する場合がある。 

   ・本コンテストでは、報道機関等による写真や映像の撮影が行われ、それらが新聞、
雑誌、テレビ、またはインターネットで公開される場合がある。 

・発表の順番は主催者による厳正な抽選によって決定する。 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                             

別紙 

 

第９回福岡県中学生英語スピーチコンテスト構成表 
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県大会参加資格について 

義務教育課 

  

○ 県大会参加資格について 

     以下いずれかに該当する生徒 

・各地区で推薦された生徒 

・高校教育課から推薦された県立学校の生徒（高校教育課は各県立学校から推薦を受けた 

者の中から最大１名を、県大会に推薦する。） 

・各指定都市で決定された生徒（各指定都市は、最大２名の参加者を決定する。） 

・令和８年度宿泊体験型英語プログラム（イングリッシュキャンプ）プレスピーチコンテ
スト上位生徒２名 

   ただし、下記の項目に１つでも該当する場合は、マスターズの部への参加とする。 

 

 

 

 

 

 

 

   ※上記の項目は、高円宮杯参加資格を参考に福岡県教育委員会が作成したもの。 

 〇 英語圏について   

   英語圏とは、英語を（ア）第一言語、（イ）公用語、または（ウ）公用語に準ずる言語として

使用する国、地域をいう（高円宮杯ホームページ参考）。〈https://www.jnsafund.org〉     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［別添資料］ 

【具体的な英語圏の国、地域】 

アイルランド、アメリカ、アンティグア・バーブーダ、イスラエル、インド 

ウガンダ、英国、エチオピア、オーストラリア、ガイアナ、ガーナ、カナダ 

カメルーン、ガンビア、キプロス、キリバス、クック諸島、グレナダ、ケニア 

サウジアラビア、サモア、ザンビア、シエラレオネ、ジャマイカ、シンガポール 

ジンバブエ、スーダン、スリナム、スリランカ、スワジランド、セーシェル 

セントクリストファー・ネーヴィス、セントビンセント及びグレナディーン諸島 

セントルシア、ソマリア、ソロモン諸島、タンザニア、ツバル、ドミニカ 

トリニダード・トバゴ、トンガ、ナイジェリア、ナウル、ナミビア、ニウエ 

ニュージーランド、パキスタン、バハマ、パプアニューギニア、パラオ 

バルバドス、東ティモール、フィジー、フィリピン、ブルネイ・ダルサラーム 

ベリーズ、ボツワナ、香港、マーシャル諸島、マラウイ、マルタ、マレーシア 

ミクロネシア、南アフリカ、南スーダン、モーリシャス、ヨルダン・ハシェミット 

リベリア、ルワンダ、レソト、レバノン 

 

a  満５歳の誕生日以後に、通算１年以上又は継続して６か月以上、英語圏に居住した生

徒                           

b  日本国内、海外を問わず、英語以外の教科に関し、実態として英語による教育を行っ

ている学校に６か月以上在籍したことのある生徒 

c  保護者又は同居親族に、英語を母語とする者又は英語圏出身の者がいる生徒 

d  過去に本大会に出場し、最優秀賞を取得した生徒 

https://www.jnsafund.org/

